日本地理学会賞受賞候補者推薦のお願い

　日本地理学会では，これまでの日本地理学会賞を見直し，2010年度から拡大することにしました．つきましては，裏面に掲載しました日本地理学会賞に関する規程に基づき，会員の皆様から下記の通り，学会賞（優秀著作部門・著作発信部門・地理教育部門・学術貢献部門・団体貢献部門）の候補者の推薦を受け付けます．本学会賞の意義を御賢察の上，多くの御推薦をいただきますよう，御助力をお願い申し上げます．　
日本地理学会賞受賞候補者選考委員会　

委員長　岩田修二　

記

１．推薦の対象となる者（いずれの部門も，会員・非会員は問わない）
　優秀著作部門は，2010年８月までの過去３年の期間に公刊・発表された地理学関係の学術図書・学術論文の執筆者．
著作発信部門は，2010年８月までの過去３年の期間に公刊・発表された地理学関係の啓発的図書・啓発的論文の執筆者．
地理教育部門は，地理教育の研究または普及や発展に関して顕著な功績のあった個人．
学術貢献部門は，社会における地理学の普及や啓発活動，世界への日本の地理学の発信に関して顕著な功績のあった個人．
団体貢献部門は，地理学の研究又は普及発展に関して顕著な功績のあった団体．
２．推薦方法

　自薦または他薦

３．推薦に必要な提出書類の内容（形式は自由，冒頭に「優秀著作部門推薦」などと部門名を明記すること）
　ア）受賞候補者の氏名または団体名
　イ）受賞対象図書または論文のリスト（優秀著作部門・著作発信部門）

　図書は著者名・書名・出版社名・総ページ・刊行年を，論文は著者名・発表年・論文タイトル・掲載誌名・巻・号・ページを明記して下さい．論文（国際学術誌に掲載されたものを含む）の場合は，複数の論文を合わせて業績とすることができます．共著の図書や論文であっても，主たる著者が明らかなものは対象にすることができます．

　ウ）推薦理由（400字以内）

　優秀著作部門・著作発信部門の推薦理由には，過去３年間の研究業績だけでなく，その期間以外の業績，教育・社会活動も含めることができます．

　エ）推薦者の氏名・連絡先

４．推薦書類の提出先

　〒113-0032  東京都文京区弥生2-4-16　学会センタービル

　（社）日本地理学会事務局　学会賞受賞候補者選考委員会　あて

５．推薦書類受付締め切り

　2010年9月21日（火）必着

　なお，選考の過程で必要な場合には，対象となる業績（図書・論文など）を推薦者から提出していただく場合があります．

日本地理学会賞に関する規程
（目的）
第1条　この規程は，社団法人日本地理学会定款（以下「定款」という．）第5条(3)に規定する事業のうち研究業績の表彰に関して必要事項を定めるものである．
（賞の名称と対象）
第2条　賞の名称は「日本地理学会賞（優秀論文部門）」（以下「優秀論文部門」という．），「日本地理学会賞（若手奨励部門）（以下「若手奨励部門」という．），「日本地理学会賞（論文発信部門）」（以下「論文発信部門」という．），「日本地理学会賞（優秀著作部門）」（以下「優秀著作部門」という．），「日本地理学会賞（著作発信部門）」（以下「著作発信部門」という．），「日本地理学会賞（地理教育部門）」（以下「地理教育部門」という．），「日本地理学会賞（学術貢献部門）」（以下「学術貢献部門」という．），及び「日本地理学会賞（団体貢献部門）」（以下「団体貢献部門」という．）とする．
2　優秀論文部門は，当該年度の8月までの過去1ヵ年の期間に日本地理学会が刊行した学会誌（地理学評論およびGeographical Review of Japan Series B）に掲載された論文の執筆者（会員）を対象とする．受賞者の数は，原則として毎年度若干名とする．
3　若手奨励部門は，当該年度の8月までの過去1ヵ年の期間に日本地理学会が刊行した学会誌（地理学評論およびGeographical Review of Japan Series B）に掲載された論文の執筆者で，かつ当該年度の4月1日において40歳未満であった者（会員）を対象とする．受賞者の数は，原則として毎年度若干名とする．
4　論文発信部門は，日本地理学会が刊行した学会誌（E-Journal GEO）に掲載された論文の執筆者（会員）を対象とする．受賞者の数は，原則として毎年度若干名とする．
5　優秀著作部門は，当該年度の8月までの過去3ヵ年の期間に公刊された地理学関係の学術図書・学術論文の執筆者（会員・非会員）を対象とする．受賞者の数は，原則として毎年度若干名とする．
6　著作発信部門は，当該年度の8月までの過去3ヵ年の期間に公刊された地理学関係の啓発的図書・啓発的論文の執筆者（会員・非会員）を対象とする．受賞者の数は，原則として毎年度若干名とする．
7　地理教育部門は，地理教育の研究又は普及や発展に関して顕著な功績のあった個人（会員・非会員）を対象とする．受賞者の数は，原則として毎年度若干名とする．
8　学術貢献部門は，社会における地理学の普及や啓発活動，世界への日本の地理学の発信に関して顕著な功績のあった個人（会員・非会員）を対象とする．受賞者の数は，原則として毎年度若干名とする．
9　団体貢献部門は，地理学の研究又は普及発展に関して顕著な功績のあった団体（会員・非会員）を対象とする．受賞者の数は，原則として毎年度若干名とする．
（委員会）

第3条　受賞候補者を選考するために，日本地理学会委員会規程に基づく各種委員会として，日本地理学会賞受賞候補者選考委員会（以下「委員会」という．）を設ける．
（選考）

第4条　委員会は，定款第5条及び本規程第2条の趣旨に基づいて受賞候補者を選考する．
2　委員会は，専門委員会等に参考意見を求めることができる．
3　委員会は，選考結果を，理由を付して理事会に答申する．
（表彰）

第5条　受賞者には，賞状を授与する．
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